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1. 国営木曽三川公園の概要 

  国営木曽三川公園は、基本理念として「①自然環境への理解」「②歴史文化への理解」「③広域への貢献」を掲げています。 

 

 

 

  

出典：木曽川上流河川事務所 提供資料 
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2. 桜堤サブセンターの整備事業概要 

① 桜堤サブセンターとは 

      桜堤サブセンターは、中央水郷地区に位置しており、「『背割堤周辺の 自然と歴史』～木曽三川の水辺と歴史遺産の実体験」をテーマに、背割堤周辺の

自然と歴史文化にふれられる学習拠点、地域のレクリエーション拠点、防災拠点、遊歩道・サイクリングロード拠点等の機能に加え、地域の個性を生かした

観光資源としての魅力向上が求められています。また、対岸に位置する国営公園、県営緑地、市営緑地を含むサリオパーク祖父江内の国営公園ワイルドネ

イチャープラザ（愛知県稲沢市）の補完機能として将来的に管理機能を移行する計画となっており、ワイルドネイチャープラザとの連携が重要です。 

桜堤サブセンターは JR 岐阜羽島駅や名神高速道路 岐阜羽島 IC から 10ｋｍ圏内に位置し、馬飼大橋を介して愛知県側とのアクセスもよいことから、 

国営木曽三川公園の上流域と下流域の拠点間をつなぐ拠点として位置づけられおり、国営木曽三川公園の中で 12 箇所目(全 13 箇所)に一部を供用開始

した拠点です。 

上位計画に位置づけられている桜堤サブセンターの整備テーマおよび管理運営の方針は以下のとおりです。 

〇 桜堤サブセンター・木曽長良背割堤のテーマ ： 『背割堤周辺の自然と歴史』～木曽三川の水辺と歴史遺産の実体験～ 

〇 管理運営の方針 ： 多様なレクリエーション活動の場としての利用環境の維持を図ること、歴史的な治水施設の活用と河川環境の保全を図ること 

 

  

  

出典：「国営木曽三川公園整備・管理運営プログラム

（令和３年６月/国土交通省中部地方整備局）」 
出典：「国営木曽三川公園 HP アクセスマップ」を一部加筆 

 

ワイルド 
ネイチャープラザ 

 

サリオパーク 
祖父江 
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② 事業範囲と関連法令 

  桜堤サブセンターは市街化調整区域に位置し、都市公園（国営公園）としての事業認可区域です。また、公園内は河川区域エリアと河川区域外エリアがあります。 

 

 

  

新規整備予定地 
堤内地（約３．５ha） 

※今後整備するエリア 

N 

出典：羽島市都市計画マップ（都市計画図：令和３年度時点） 

２００ｍ 

長良川 木曽川 

至 馬飼橋 

桑原川 
至 羽島 IC 至 南濃大橋 

a a’ 

既存供用地 
堤外地（約６．0ha） 

※先行供用エリア 

【関連法令と事業条件】 

① 都市計画法 

用途地域 ： 市街化調整区域 

（建ぺい率 60％、容積率 ２００％） 

→都市計画法４３条に該当するもの、都道府県知

事の許可を受けたもの（開発許可の許可基準

と同等）であれば建築行為は制限されません。 

② 都市公園法 

都市公園（国営公園） 

（建ぺい率 ２％） 

→公募設置管理制度（P-PFI）を採用する場合、

許可期間の特例（１０年⇒２０年）、建ぺい率の

特例（２％⇒12%）、占用物件の特例（自転車

駐車場や看板・広告等を設置可能）を受けられ

ます。 

③ 河川法 

河川区域 ： 既存供用地は堤外地 

新規整備予定地は堤内地 

→河川区域に該当する既存供用地では河川管理

者の許可を受け、一定の洪水対策（高さ１ｍ以

内の工作物や、洪水時に撤去可能な工作物の

設置 等）を講じれば工作物を新築等すること、

土地を掘削すること等の行為をすることができ

ます。河川区域外の新規整備予定地では建築

の制限を受けることはありません（堤防付近を

除く）。 

 

●断面模式図（a-a’） 

新規整備予定地 既存供用地 

至 木曽長良背割堤 
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③ 事業コンセプト 

   桜堤サブセンターにサイクルステーションを整備することにより、サイクリングを通して木曽三川沿川の他木曽三川公園の拠点施設との広域連携を強化します。 
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④ 想定している事業内容（素案） 

● 国が新規整備予定地に整備を想定している必須機能 

⚫ 管理センター （管理運営拠点、交流拠点、情報発信拠点)  

※900 ㎡程度 

⚫ サイクリングステーション            

⚫ トイレ、休憩所 

⚫ 広場（遊具など） 

⚫ 駐車場/駐輪場 

⚫ その他植栽/修景施設 など 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

● 民間事業者の提案機能（例） 

 

屋根付き BBQ サイト 

リバーポートパーク美濃加茂 

（岐阜県美濃加茂市） 

屋内遊戯場 

天王寺公園てんしば（大阪府大阪市） 

スケートボード練習スペース 

金公園（岐阜県岐阜市） ※臨時活用の様子 

案内所/サイクルショップ/カフェ 

天理駅前広場コフフン（奈良県天理市） 

屋外テラスのあるカフェ 

 

テントサウナ/シャワールーム 

AOU no MORI（三重県菰野町） 

【桜堤サブセンターにおける事業イメージ】 
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3. その他 

① 既存供用地の概要 

桜堤サブセンターは、先行供用している既存供用地（堤外地）と新規整備予定地（堤内地）から構成されています。既存供用地の整備概要は以下のとおりです。 
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② 国営木曽三川公園におけるサイクリングネットワーク状況 

   木曽三川の雄大な河川空間をいかしたレクリエーションや健康づ

くりの推進に向け、木曽川上流域自転車道整備活用推進会議等の

場による河川管理者や沿川自治体との連携のもと、サイクリングネッ

トワークの整備や更なる利活用に向けた取り組みを進めています。

現在、サイクリングロードは段階的に整備を進めており、整備状況は

右図のとおりです。 

 

【羽島市内に立地するサイクリング関連施設事例】 

 

出典：「国営木曽三川公園整備・管理運営プログラム（令和３年６月/国土交通省中部地方整備局） 

※木曽ポタを参照し、一部整備済箇所追加 

BLOCK47 
（羽島市福寿町千代田 3 丁目 54 岐阜羽島ガーデンモール内） 

 

【施設コンセプト】 

「食」・「運動」・「対話」で身体にいいコト体験しよう♪ 

 

（主な機能） ・サイクルステーション＆カフェレストラン 

・ボディケアルームと最先端技術のリラクゼーションサロン 

・安心・安全・環境配慮型の小型 EV 車体験販売・展示場 

（開催イベント）  

・ツールド木曽川、ブロサイ（毎月恒例イベント） 

・シーズンライド（季節ごとに違うコースのツーリング） 

 
出典：BLOCK47 HP 


